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特
集
　
安
倍
政
治
の
真
実
と
ウ
ソ

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
積
み
上
げ
た
負
の
遺
産

山
田
博
文

第
２
次
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
が

始
動
し
て
か
ら
、
６
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
ト
ッ
プ
１
％
の
大
手
企
業
や
金

融
機
関
、
内
外
の
投
資
家
や
富
裕
層
に
は
「
わ
が
世

の
春
」
を
実
現
し
、
99
％
の
国
民
に
は
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
貧
困
と
格
差
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の

う
え
、
現
在
だ
け
で
な
く
、
近
未
来
の
日
本
の
経
済

社
会
に
も
、
計
り
知
れ
な
い
異
次
元
の
負
の
遺
産
を

積
み
上
げ
て
き
た
よ
う
で
す
。

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
」
を

め
ざ
す
政
権

安
倍
総
理
の
最
初
の
施
政
方
針
演
説
（
２
０
１
３
年

第
１
８
３
回
国
会
）
は
、「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し

や
す
い
国
を
め
ざ
す
」
で
し
た
。
企
業
と
い
う
組
織

に
投
票
権
は
な
い
の
に
、
自
分
に
清
き
一
票
を
投
じ

た
有
権
者
・
国
民
の
こ
と
を
忘
れ
た
総
理
大
臣
の
登

場
で
す
。

そ
も
そ
も
、「
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負

ふ
」（
憲
法
第
99
条
）
は
ず
の
国
務
大
臣
が
、
自
ら
憲
法
を

変
え
る
と
い
う
逆
立
ち
し
た
認
識
を
持
つ
総
理
大
臣
で

し
た
。
国
民
主
権
や
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
認
識
と
見

識
を
欠
落
さ
せ
た
首
相
が
経
済
運
営
の
手
綱
を
握
っ
た

ら
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
支
配

さ
れ
た
現
代
日
本
は
、
多
分
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
も
、

そ
の
実
験
場
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い
国
」
と
は
、
利

益
追
求
を
最
優
先
す
る
企
業
の
活
動
を
拘
束
す
る
さ

ま
ざ
ま
規
制
が
緩
和
撤
廃
さ
れ
た
国
で
す
。
グ
ロ
ー
バ

ル
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
巨
大
企
業
や
金
融
機
関
は
、

国
内
経
済
を
空
洞
化
さ
せ
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
を

海
外
に
移
し
、
国
内
で
は
リ
ス
ト
ラ
、
非
正
規
雇
用
の

拡
大
、
長
時
間
労
働
、
賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
で
、
決
算
期

毎
に
戦
後
最
高
の
利
益
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

戦
後
最
高
の
利
益
は
、
勤
労
国
民
の
賃
金
に
向
け
ら

れ
ず
、
ま
ず
株
主
の
配
当
金
の
増
額
、
経
営
者
の
報
酬
、

４
４
６
兆
円
に
達
す
る
大
企
業
の
内
部
留
保
金
と
し
て

積
み
上
が
り
ま
し
た
。
他
方
で
、
主
権
者
で
あ
る
国
民

の
生
活
は
深
刻
な
消
費
不
況
に
陥
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
財
政
運
営
で
は
、
法
人
税
は
減
税
さ
れ

る
が
、
消
費
税
は
増
税
さ
れ
、
社
会
保
障
費
は
削
減
さ

れ
る
が
、
大
企
業
の
利
益
に
直
結
す
る
大
型
公
共
事
業

や
防
衛
費
が
増
額
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

消
費
不
況
下
で
も
ア
ベ
バ
ブ
ル
で　
　
　
　
　

株
価
は
２
倍
に
上
昇

多
く
の
国
民
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
す
る
「
戦
後

最
長
の
景
気
」「
戦
後
最
高
の
利
益
」
と
い
っ
た
言
葉

に
違
和
感
を
覚
え
、生
活
実
感
か
ら
す
れ
ば
「
不
景
気
」

で
あ
り
、「
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て

い
ま
す
。

実
際
、
安
倍
政
権
発
足
時
の
２
０
１
２
年
12

月
か
ら
18
年
８
月
に
か
け
、
実
質
賃
金
年
収
は
、

３
９
１
万
２
０
０
０
円
か
ら
３
７
６
万
９
０
０
０
円

へ
、
14
万
３
０
０
０
円
も
減
っ
て
い
ま
す
。
賃
金
が

減
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
安
倍
政
権
は
２
０
１
４
年

に
消
費
税
率
を
５
％
か
ら
８
％
へ
引
き
上
げ
ま
し
た

か
ら
、
国
民
の
可
処
分
所
得
は
削
減
さ
れ
、
消
費
生

活
の
た
め
の
実
質
消
費
支
出
は
年
10
万
３
０
０
０
円

も
下
落
し
、
消
費
不
況
が
深
刻
化
し
ま
し
た
。

国
民
の
生
活
実
感
は
「
苦
し
い
」
経
済
状
態
に
あ

る
の
に
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
動
す
る
と
、
株
価
（
日

経
平
均
株
価
）
は
、
そ
れ
ま
で
１
万
円
前
後
の
水
準
か

ら
２
万
円
超
へ
、
２
倍
以
上
も
上
昇
し
ま
し
た
。
株

式
を
大
量
に
保
有
す
る
大
手
企
業
や
金
融
機
関
、
内

外
の
投
資
家
や
富
裕
層
は
、
安
倍
政
権
下
で
株
式
資

産
を
２
倍
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
株
式
保
有

者
は
、「
棚
か
ら
ぼ
た
餅
」
の
恩
恵
に
与あ
ず
か

り
ま
し
た
。

他
方
で
、
株
式
保
有
ど
こ
ろ
か
銀
行
預
金
す
ら
な
い

貯
蓄
ゼ
ロ
世
帯
は
３
割
に
達
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て

「
１
億
総
中
流
」
意
識
が
支
配
し
た
国
は
、
今
日
で
は
、

「
持
て
る
者
」
と
「
持
た
ざ
る
者
」
に
分
断
さ
れ
た
「
貧

困
・
格
差
大
国
」
へ
転
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

値
上
が
り
し
た
株
式
の
一
部
を
売
却
し
た
売
却
益

は
、
企
業
や
金
融
機
関
で
は
決
算
対
策
に
利
用
さ
れ
、

好
決
算
を
演
出
し
、
投
資
家
は
新
規
の
投
資
マ
ネ
ー

を
獲
得
し
、
富
裕
層
は
高
額
商
品
の
購
入
に
向
け
た

よ
う
で
す
。
国
民
生
活
に
直
結
す
る
生
活
雑
貨
や
ス
ー
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特
集
　
安
倍
政
治
の
真
実
と
ウ
ソ

パ
ー
の
売
り
上
げ
は
減
っ
て
い
る
の
に
、
高
級
車
・

奢
侈
品
・
高
級
家
具
な
ど
の
高
額
商
品
の
売
り
上
げ

が
増
え
た
背
景
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
主
導
し
た
株

高
・
ア
ベ
バ
ブ
ル
に
あ
り
ま
し
た
。

「
株
価
連
動
内
閣
」
の
株
価
つ
り
上
げ
策

株
高
・
ア
ベ
バ
ブ
ル
は
、
日
銀
と
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金

積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
が
、
安
倍
政
権
の
意
向

に
沿
っ
て
、
大
規
模
に
株
式
を
買
い
入
れ
、
株
式
に

対
す
る
人
為
的
な
需
要
を
創
出
す
る
株
価
つ
り
上
げ

策
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

日
銀
は
、
日
銀
マ
ネ
ー
が
大
量
に
株
式
市
場
に
投

入
で
き
る
よ
う
に
、
年
間
６
兆
円
に
達
す
る
日
銀
の

Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
株
価
指
数
連
動
型
上
場
投
資
信
託
）
買
い
入
れ
を

実
施
し
ま
し
た
。
株
価
が
下
落
局
面
に
入
る
と
、
日

銀
は
１
回
に
つ
き
７
０
０
億
円
ほ
ど
の
株
式
を
買
い

入
れ
、
株
価
を
下
支
え
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
な

ど
国
民
の
公
的
年
金
１
６
０
兆
円
ほ
ど
を
管
理
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
は
、

２
０
１
４
年
10
月
、
内
外
の
株
式
へ
の
運
用
割
合
を

そ
れ
ぞ
れ
12
％
か
ら
25
％
へ
と
倍
増
さ
せ
、
巨
額
の

年
金
積
立
金
を
株
式
市
場
に
投
入
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

日
銀
と
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
株
式
市
場
に
投
入
し
た

公
的
資
金
は
、
２
０
１
８
年
６
月
末
現
在
、
合
計

66
兆
５
０
０
０
億
円
に
も
達
し
、
日
本
株
の
時
価
総

額
の
１
割
を
超
え
ま
し
た
。
景
気
の
良
さ
を
株
高
で

演
出
す
る
株
価
連
動
内
閣
の
株
価
つ
り
上
げ
の
た
め
、

世
界
で
も
例
を
み
な
い
日
銀
マ
ネ
ー
と
国
民
の
公
的

年
金
積
立
金
が
利
用
さ
れ
る
異
常
事
態
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

10
年
前
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
世
界
の

株
価
が
半
値
に
ま
で
暴
落
し
た
よ
う
に
、
株
式
は
大

き
な
価
格
変
動
リ
ス
ク
の
あ
る
金
融
商
品
で
す
か
ら
、

株
価
が
暴
落
す
る
と
、
日
銀
と
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
は
、
巨

額
の
損
失
が
発
生
し
ま
す
。
日
本
円
に
対
す
る
信
任

は
揺
ら
ぎ
円
安
・
物
価
高
を
も
た
ら
し
、
国
民
の
年

金
生
活
は
困
難
に
陥
り
ま
す
。

異
次
元
金
融
緩
和
と
累
積
国
債
１
０
０
０
兆
円

お
友
達
で
脇
を
固
め
る
安
倍
政
権
は
、
日
銀
総

裁
に
黒
田
東
彦
氏
を
抜
擢
し
、
異
次
元
金
融
緩
和

政
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
黒
田
日
銀
は
、
年
間

１
０
０
兆
円
ほ
ど
の
国
債
を
買
い
入
れ
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ

の
負
担
だ
け
で
な
く
、
将
来
世
代
に
も
過
重
な
負
担

を
強
要
し
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
国
民
に
負
担
を
転

嫁
す
る
や
り
方
の
政
府
債
務
の
返
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
な
く
、
負
担
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
負
担
し
て
も
ら

う
（
応
能
負
担
の
原
則
）
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
財
源

は
、
大
企
業
の
内
部
留
保
金
４
４
６
兆
円
、
富
裕
層

１
２
２
万
世
帯
の
金
融
資
産
２
７
７
兆
円
、
国
内
か

ら
海
外
に
向
か
っ
た
ジ
ャ
パ
ン
マ
ネ
ー
の
対
外
純
資

産
３
２
５
兆
円
な
ど
で
す
。
も
と
は
と
言
え
ば
、
こ

れ
ら
の
金
融
資
産
は
国
債
増
発
で
実
現
し
た
経
済
運

営
の
果
実
を
独
り
占
め
し
た
結
果
で
す
。

（
や
ま
だ
・
ひ
ろ
ふ
み
／
群
馬
大
学
名
誉
教
授　

越
風
山
房
主

宰
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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債務残高の国際比較（対ＧＤＰ比）　
わが国は主要先進国の中で最悪の水準となっている（財務省資料）

ぶ
の
日
銀
マ
ネ
ー
を
民
間
金
融
機
関
に
供

給
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
、
国
債
の
買

入
価
格
は
、
民
間
金
融
機
関
が
政
府
か
ら

買
い
入
れ
た
価
格
よ
り
も
高
く
し
た
の
で
、

民
間
金
融
機
関
は
、
日
銀
と
の
国
債
取
引

で
18
年
３
月
末
ま
で
に
10
兆
円
ほ
ど
の
利

益
を
受
け
取
っ
て
き
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
日
銀
の
国
債
買
い
入
れ
を

当
て
に
し
て
ほ
ぼ
無
制
限
に
国
債
を
増
発

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
債
発
行

残
高
は
経
済
規
模
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２
倍
の

１
０
０
０
兆
円
に
ま
で
に
積
み
上
が
り
、

世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
「
政
府
債
務
大

国
」
に
転
落
し
ま
し
た
。

深
刻
化
す
る
財
政
赤
字
は
、
現
役
世
代
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